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私
の
農
事
実
験
所

　
欧
羅
巴







に
漂
浪
の
み
ぎ
り
、
私
は
五
六
年
の
間
、
仏
蘭
西









で
百
姓
生
活
を
営
ん
で
来
た
。
馬
鈴
薯
が
枝
に
実

る
と
思
つ
た
程
無
智
な
素
人
が
、
ト
マ
ト
、
オ
ニ
オ
ン
、
メ
ロ
ン
、
コ
ル
フ
ラ
ワ
ア
か
ら
、
人
蔘
、
カ
ブ
ラ
、

イ
チ
ゴ
、
茄
子
、
隠
元
、
南
瓜
ま
で
、
立
派
に
模
範
的
に
作
れ
る
様
に
な
つ
た
。
果
樹
の
栽
培
も
や
つ
た
。
葡

萄
酒
も
造
つ
た
。
林
檎
酒
も
造
つ
た
。
町
の
人
々
が
来
て
、
私
の
畠
を
、
農
事
試
験
場
の
様
だ
と
評
し
た
ほ
ど

種
々
な
も
の
を
試
み
た
。
米
も
、
落
花
生
も
作
つ
て
見
た
が
、
之
は
全
然
失
敗
に
終
つ
た
。

　
労
働
も
可
な
り
激
し
か
つ
た
。
殊
に
夏
は
、
最
も
繁
激
な
時
期
で
あ
る
。
朝
四
時
か
ら
夜
の
十
二
時
ま
で
働

き
通
す
こ
と
が
屡
々
あ
つ
た
。
収
穫
か
ら
、
罎
詰
、
殺
菌
ま
で
一
日
の
間
に
成
し
終
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
物
に
な
る

と
、
ど
う
し
て
も
斯
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
其
代
り
、
斯
う
し
て
青
い
物
を
保
存
し
て
置
く
と
、

真
冬
の
間
で
も
、
新
鮮
な
青
物
を
常
に
食
膳
に
載
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
主
と
し
て
菜
食
主
義
の
生
活
を
す
る

も
の
に
は
、
之
は
必
要
欠
く
可
か
ら
ざ
る
仕
事
で
あ
つ
た
。

　
先
づ
、
こ
ん
な
風
に
し
て
、
兎
に
角
、
五
六
年
の
間
、
殆
ん
ど
自
給
自
足
の
生
活
を
送
つ
て
来
た
。
此
百
姓

生
活
の
日
々
の
出
来
事
を
朦
朧
た
る
記
憶
を
辿
つ
て
書
い
て
見
や
う
と
言
ふ
の
だ
が
…
…
。
諸
君
如
何
で
し
や

う
？
　
少
し
は
面
白
そ
う
で
し
や
う
か
。
何
か
の
為
に
な
る
で
し
や
う
か
。
兎
に
角
、
一
回
見
本
を
出
し
て
、

果
し
て
此
狭
い
紙
面
に
割
込
ま
す
だ
け
の
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
、
伺
ひ
を
た
て
る
事
に
致
し
ま
す
。
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種
ま
き

　
馬
鈴
薯
が
枝
に
成
る
も
の
と
思
つ
た
失
敗
談
は
、
『
我
等
』
に
書
き
、
拙
著
『
非
進
化
論
と
人
生
』
に
も
載

せ
た
か
ら
、
此
処
に
は
省
略
す
る
。

　
種
の
蒔
き
か
た
。
是
は
ぞ
う
さ
な
さ
そ
う
で
、
仲
々
六
ヶ
し
い
も
の
。
大
豆
、
小
豆
、
隠
元
の
様
な
も
の
は

難
か
し
い
こ
と
も
無
い
が
、
細
か
い
種
、
殊
に
人
蔘
の
種
蒔
は
、
ち
よ
と
六
ヶ
し
い
、
仏
蘭
西
で
某
る
農
学
校

の
校
長
さ
ん
が
、
「
人
蔘
の
種
蒔
は
、
此
学
校
の
先
生
よ
り
は
、
隣
り
の
畠
の
婆
さ
ん
の
方
が
よ
つ
ぽ
ど
上
手

で
す
」
と
歎
息
し
た
話
を
聞
い
た
が
、
其
通
り
だ
。

　
種
蒔
は
、
深
す
ぎ
て
も
浅
す
ぎ
て
も
不

可

な
い
。
し
め
り
過
ぎ
た
処
に
蒔
け
ば
腐
る
。
燥
い
た
処
に
蒔
い
た

後
で
永
く
雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
枯
れ
て
了
ふ
。
だ
か
ら
、
百
姓
す
る
第
一
要
件
と
し
て
天
候
気
象
の
判
識
力
を

要
す
る
。
東
京
の
気
象
台
の
天
気
予
報
の
様
な
判
識
力
で
は
、
先
づ
百
姓
様
に
な
る
資
格
は
な
い
と
言
つ
て
可

い
。
実
際
田
舎
の
百
姓
老
爺
に
伺
ひ
を
立
て
ゝ
見
る
と
、
博
士
さ
ん
達
の
予
報
よ
り
は
、
よ
つ
ぽ
ど
確
か
だ
。

隠
元
の
葉
が
竪
に
な
れ
ば
雨
が
降
り
、
横
に
な
れ
ば
、
日
で
り
、
向
ふ
の
山
の
端
に
白
雲
が
か
ゝ
れ
ば
風
が
起

る
。
暴
風
の
襲
来
せ
ん
と
す
る
時
は
、
小
鳥
で
も
鶏
で
も
、
居
処
が
ち
が
ふ
。
殊
に
雛
を
持
つ
雌
鶏
の
こ
う
し

た
事
に
敏
感
な
こ
と
は
神
秘
な
も
の
で
あ
る
。
バ
ロ
メ
エ
タ
ア
も
大
き
な
標
準
に
は
な
る
が
、
動
物
の
直
感
は

更
に
鋭
敏
で
間
違
が
無
い
。
常
に
自
然
の
中
に
生
活
す
る
百
姓
は
、
自
然
と
同
情
同
感
に
な
つ
て
居
る
の
で
、

4百姓日記



自
ら
気
象
学
者
に
な
つ
て
居
る
。
眼
に
一
丁
字
無
き
百
姓
婆
さ
ん
も
、
こ
う
し
て
そ
こ
ら
の
博
士
さ
ん
達
よ
り

も
本
当
の
学
者
に
な
つ
て
居
る
。
此
に
於
て
、
農
学
博
士
さ
ん
も
人
蔘
の
種
蒔
で
は
、
到
底
無
学
の
婆
さ
ん
に

及
ば
な
い
訳
。
農
学
博
士
が
多
く
な
る
に
従
つ
て
、
其
国
の
田
園
が
益
々
荒
蕪
す
る
訳
。

　
無
文
字
の
婆
さ
ん
は
、
直
覚
的
に
、
適
当
な
時
機
と
場
所
と
を
選
ん
で
、
適
当
な
種
を
蒔
く
。
生
き
た
婆
さ

ん
の
直
覚
的
判
断
は
、
生
き
た
自
然
と
ぴ
つ
た
り
一
致
し
て
共
に
真
実
の
創
造
的
芸
術
が
行
は
れ
る
。
科
学
は

無
知
の
法
則
だ
、
と
英
国
の
百
姓
仲
間
の
カ
ア
ペ
ン
タ
ア
は
言
つ
た
が
、
今
の
所
謂
学
問
な
ぞ
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
無
知
に
な
る
。
そ
し
て
三
年
も
農
学
を
勉
強
す
る
と
人
蔘
も
大
根
も
作
れ
な
く
な
る
。
之
が
今
日
の
教
育
だ
。

　
…
…
お
や
、
お
や
、
是
れ
は
、
と
ん
だ
失
礼
を
申
上
げ
て
申
訳
な
い
。
私
は
初
め
か
ら
、
右
の
婆
さ
ん
式
で

百
姓
し
て
来
た
の
で
、
些
か
農
学
者
達
に
反
感
を
持
つ
て
居
る
。
そ
し
て
此
見
本
も
体
を
失
ふ
に
至
つ
た
次
第
、

今
更
、
如
何
と
も
致
方
が
無
い
、
今
日
の
処
は
御
容
赦
を
乞
ふ
。

　
最
後
に
諸
君
、
今
は
畠
を
深
く
鋤
耕
し
て
深
く
太
陽
の
光
を
地
下
に
注
ぎ
、
諸
播
種
の
場
所
を
用
意
す
る
時

で
す
。
果
樹
の
枝
を
裁
断
す
る
時
、
樹
皮
を
掃
除
し
払
拭
し
て
病
菌
や
寄
生
虫
を
駆
除
す
る
時
期
、
地
に
う
ん

と
肥
料
を
注
い
で
来
る
べ
き
収
穫
の
約
束
を
結
び
置
く
べ
き
時
期
、
一
年
の
成
効
と
失
敗
と
は
今
日
に
於
て
決

せ
ら
れ
る
の
で
す
。
諸
君
大
い
に
奮
発
努
力
を
誓
ひ
ま
し
や
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
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動

物

の

観

察

　
是
は
前
回
に
書
い
た
が
更
に
補
足
し
て
置
く
。
猫
が
面
を
洗
ひ
化
粧
す
る
時
、
水
鳥
が
羽
ば

た
き
す
る
時
、
諸
鳥
が
羽
を
磨
く
時
、
め
ん
鶏
が
砂
を
か
ぶ
つ
て
蠢
動
す
る
時
は
雨
が
降
る
。
又
、
雨
が
近
づ

く
と
、
ク
ロ
バ
の
様
な
草
類
の
茎
が
直
立
し
、
「
わ
れ
も
こ
う
」
の
花
が
開
き
、
夜
間
は
閉
ぢ
ら
る
べ
き
「
シ

ベ
リ
ア
ち
さ
」
の
花
が
開
い
た
儘
で
ゐ
、
朝
に
な
つ
て
開
く
べ
き
「
ア
フ
リ
カ
金
盞
花
」
は
開
か
ず
に
ゐ
る
。

　
空

模

様

の

観

察

　
空
が
異
常
に
透
明
な
時
、
遠
方
の
物
音
が
平
常
よ
り
も
明
か
に
響
く
時
、
星
の
閃
き
が
鋭

い
時
は
、
雨
の
報
せ
と
知
れ
、
月
が
朦
に
ぼ
け
た
時
、
切
れ
切
れ
の
雲
が
地
平
線
上
に
現
は
れ
る
時
、
は
風
の

報
せ
と
知
れ
、
月
や
日
が
傘
を
か
ぶ
つ
た
時
は
、
必
ず
風
つ
き
の
雨
が
襲
つ
て
来
る
。

　
俚

諺

の

か

ず





　
三
月
は
、
お
母
さ
ん
の
綿
を
買
つ
て
、
（
ま
だ
寒
い
期
節
）
三
日
後
に
は
売
り
飛
ば
す
。
（
天
気
が
定
ま
ら

ぬ
）

　
三
月
は
気
ち
が
い
。
（
天
気
が
定
ま
ら
ぬ
）

　
三
月
は
同
じ
日
が
二
度
と
な
い
。

　
四
月
は
泣
い
た
り
、
（
降
雨
）
笑
つ
た
り
。
（
晴
天
）

　
四
月
一
ぱ
い
は
薄
着
を
す
る
な
。

　
五
月
に
は
泥
棒
が
生
れ
る
。
（
野
に
果
物
野
菜
が
出
来
始
め
る
。
草
木
が
叢
生
し
て
泥
棒
が
匿
れ
易
い
）

　
聖
バ
ル
ナ
ベ
（
六
月
十
一
日
）
に
は
、
鎌
を
持
つ
て
マ
レ
ム
（
牧
畜
の
地
方
）
に
行
け
。

　
八
月
の
太
陽
は
野
菜
畑
の
女
を
弥
く
。
（
立
派
な
野
菜
を
枯
ら
す
の
で
）
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聖
ミ
シ
エ
ル
（
九
月
廿
九
日
）
に
暑
気
は
天
に
登
る
。

　
聖
シ
モ
ン
（
十
月
廿
八
日
）
に
、
扇
子
は
休
む
。

　
ツ
ス
サ
ン
（
十
一
月
二
日
）
に
は
、
マ
ン
シ
ヨ
ン
（
手
被
ひ
）
と
手
袋
。

　
聖
カ
テ
リ
ン
（
十
一
月
廿
五
日
）
に
、
牝
牛
は
乳
場
へ
行
く
。

　
一
月
に
生
れ
、
二
月
に
柔
ぎ
、
三
月
に
芽
ぐ
み
、
四
月
に
〔
一
字
欠
字
〕
び
、
五
月
に
茂
る
。
（
栗
の
発
育
）

　
一
月
の
酷
寒
、
二
月
の
し
け
、
三
月
の
風
、
四
月
の
細
雨
、
五
月
の
朝
露
、
六
月
の
善
い
収
穫
、
七
月
の
好

い
麦
打
ち
、
八
月
の
三
度
の
雨
、
そ
れ
は
ソ
ロ
モ
ン
王
の
位
よ
り
も
尊
い
。

　
杜

鵑







が
鳴
く
頃
は
、
湿
つ
た
日
も
あ
り
、
燥
い
た
日
も
あ
る
。

　
黒
つ
ぐ
み
が
鳴
く
と
冬
は
行
く
。

　
以
上
の
外
、
伝
説
的
俚
諺
を
列
挙
す
れ
ば
際
限
も
無
い
が
、
余
り
長
く
な
る
か
ら
今
回
は
此
で
止
め
る
。
百

姓
は
自
ら
自
然
の
気
候
を
解
得
し
て
、
農
作
の
順
序
を
過
ら
な
い
。
農
事
の
成
功
不
成
功
が
半
ば
は
此
気
象
観

察
に
基
く
こ
と
を
知
ら
ば
、
之
れ
は
決
し
て
、
軽
視






に
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

▲
希
望
と
歓
喜
　
五
月
六
月
は
、
農
園
の
地
面
が
最
も
美
し
い
時
期
で
す
。
葡
萄
畑
で
は
若
い
緑
葉
の
間
に
芳

烈
な
力
と
味
と
を
孕
ん
だ
花
が
隠
れ
て
居
る
。
ジ
ヨ
メ
ト
リ
ツ
ク
と
い
ふ
程
で
は
無
い
が
、
規
則
正
し
い
ト
マ
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ト
の
葉
並
が
、
星
の
様
な
花
を
ち
り
ば
め
て
、
落
着
い
た
軟
か
い
色
と
形
を
地
上
に
蔽
い
飾
る
。
地
殻
を
破
つ

て
突
き
出
た
様
な
隠
元
の
芽
生
え
が
、
漸
く
葉
並
を
揃
へ
て
幾
筋
も
の
直
線
の
行
列
を
作
る
と
、
地
の
面
は
、

宛

な
が
ら
可
愛
い
乙
女
達
の
マ
ツ
ス
・
ゲ
エ
ム
を
見
る
様
に
、
希
望
と
歓
喜
と
に
満
さ
れ
る
。

▲
サ
ク
ラ
ン
ボ
　
五
月
の
末
か
ら
六
月
の
初
に
は
、
桜
の
実
が
熟
す
。
仏
蘭
西
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
殊
に
私
の
居

た
南
仏
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
そ
れ
は
地
球
上
の
何
れ
の
涯
に
行
つ
て
も
味
ひ
得
ぬ
で
あ
ら
う
、
と
思
は
れ
る
程
甘

く
て
風
味
が
あ
る
。
幾
つ
も
の
大
木
に
鈴
成
り
に
な
つ
て
ゐ
る
の
を
、
腕
白
小
僧
の
様
に
高
い
処
に
登
て
食
う
。

毎
日
幾
升
食
う
こ
と
や
ら
。
何
し
ろ
長
く
取
つ
て
置
け
な
い
果
物
だ
か
ら
、
三
人
や
五
人
で
は
食
べ
切
れ
な
い
。

ジ
ヤ
ム
を
造
る
の
だ
が
、
仲
々
造
り
き
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
お
ま
ん
ま
の
代
り
に
食
う
。
善
く
成
熟
し
た
も
の

は
幾
ら
食
つ
て
も
腹
を
傷
め
る
様
な
こ
と
は
無
い
。
傷
め
る
ど
こ
ろ
か
、
胃
も
腸
も
善
く
な
る
。
血
液
も
清
め

ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
都
会
人
の
知
ら
な
い
恵
み
を
、
自
然
は
百
姓
に
秘
か
に
施
し
て
く
れ
る
の
だ
。

▲
ト
マ
ト
の
植
付
　
五
月
半
ば
頃
、
ト
マ
ト
は
苗
床
か
ら
畑
に
移
植
さ
れ
る
。
三
尺
位
の
間
隔
を
置
い
て
、
一

尺
立
方
位
の
穴
を
穿
つ
て
、
そ
れ
に
半
分
位
、
自
然
肥
料
を
詰
め
て
、
其
上
に
一
二
寸
ほ
ど
土
を
か
け
て
、
其

処
へ
ト
マ
ト
の
苗
を
植
え
つ
け
る
。
其
取
ト
マ
ト
の
苗
は
、
最
初
の
内
は
穴
の
底
に
殆
ど
隠
れ
て
ゐ
る
。
茲
に

ト
マ
ト
を
早
く
成
長
さ
せ
る
秘
術
が
あ
る
。
仏
蘭
西
で
も
普
通
の
百
姓
は
知
ら
な
い
事
で
、
こ
ゝ
に
書
く
の
は

惜
し
い
様
だ
が
、
『
農
民
自
治
』
の
読
者
へ
特
別
の
奉
仕
と
し
て
書
い
て
置
く
。
そ
れ
は
極
め
て
簡
単
で
鳥
の

羽
を
肥
料
の
上
に
五
分
通
り
も
布
い
て
其
上
に
土
を
被
せ
る
の
で
あ
る
。
其
羽
も
殺
菌
な
ぞ
し
た
古
い
羽
で
は

役
に
立
た
な
い
。
矢
張
り
生
の
羽
で
無
く
て
は
な
ら
ぬ
。
此
秘
術
を
施
す
と
、
少
く
と
も
十
日
か
一
週
間
は
他
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の
苗
よ
り
も
早
く
、
果
実
が
成
熟
す
る
。
そ
し
て
出
来
栄
も
目
立
つ
て
好
い
。

　
六
月
末
に
は
ト
マ
ト
に
丈
夫
な
支
柱
を
与
へ
る
必
要
が
あ
る
。
其
支
柱
に
緊



か
り
ト
マ
ト
の
茎
を
結
び
付
け

て
も
、
ま
だ
其
果
実
の
重
量
で
枝
が
折
れ
る
。
従
て
枝
も
亦
支
へ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
も
あ
る
。

▲
芽
枝
剪
栽
法
　
最
初
の
ト
マ
ト
の
花
が
大
て
い
咲
い
た
時
、
其
儘
に
置
く
と
、
其
花
は
実
ら
ず
に
萎
ん
で
了

ふ
。
そ
れ
は
其
花
枝
の
分
枝
点
か
ら
出
る
心
芽
が
全
精
力
を
吸
収
し
て
上
へ
上
へ
と
ば
か
り
延
び
や
う
と
す
る

か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
其
最
初
の
花
枝
に
咲
く
全
部
の
花
に
立
派
な
果
実
を
成
熟
さ
せ
る
為
に
は
、
其
心
芽
を

摘
み
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
剪
栽
法
は
図
に
示
せ
ば
容
易
に
了
解
で
き
る
が
今
は
其
方
便
が
な
い
。
兎
に
角
、

こ
う
し
て
上
部
の
心
芽
が
摘
み
去
ら
れ
る
と
、
今
度
は
最
初
の
花
枝
よ
り
も
一
段
下
の
処
か
ら
新
芽
を
吹
き
出

す
。
此
新
芽
が
成
長
し
て
第
二
の
花
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
其
花
が
咲
く
頃
に
は
、
最
早
第
一
枝
の
ト
マ
ト
が

果
実
に
な
つ
て
居
る
か
ら
差
支
な
い
。
然
る
に
第
二
の
花
枝
の
根
元
に
又
心
芽
が
発
生
す
る
か
ら
其
れ
を
又
摘

み
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
る
と
又
第
二
の
花
枝
よ
り
も
一
段
下
の
処
か
ら
新
芽
を
吹
き
出
す
様
に
な
る
。
こ
う

し
て
又
第
三
の
花
枝
が
出
来
る
。
で
、
是
れ
以
外
の
新
芽
は
決
し
て
延
ば
さ
し
て
は
不
可
な
い
。
其
れ
は
徒
ら

に
勢
力
を
浪
費
す
る
か
ら
で
あ
る
。
此
好
期
節
に
書
き
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
が
今
日
は
遠
慮
し
や
う
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
石
川
三
四
郎
著
作
集
第
二
巻
」
青
土
社

　
　
　1977
（
昭
和52

）
年11

月25

日
発
行

初
出
：
「
あ
を
ぞ
ら
」

　
　
　1926

（
大
正15
）
年2

月10

日
号

　
　
　
「
農
民
自
治
　
第2
、3

号
」

　
　
　1926

（
大
正15

）
年5
月10

日
、6

月25

日

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

入
力
：
田
中
敬
三

校
正
：
松
永
正
敏

2006

年11

月17

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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